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海域での広帯域地震観測 

Broad band seismic observation in the ocean 
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海半球ネットワーク計画において重要な役割を担う、海域での地震観測網を構築するため、2 種類の海底広帯域
地震観測システムを開発しその運用を開始した。その 1 つは深海底の掘削孔に設置する孔内観測点で、三陸沖・北
西太平洋海盆・西フィリピン海盆に4 点が設置されている。海底孔内に設置することで、海面変動に起因する雑音
から逃れ、陸上の低雑音な観測点と同等の記録が得られることが期待できる。もう1 つは機動的広帯域観測システ
ムで、上記システムを補完し集中観測を行うものである。これまで開発してきた信頼性の高い自己浮上型海底地震
計を元にしている。北西太平洋で 2 回の長期設置を行い、のべ 12 ヶ月分のデータを得ている。 
 
 
 


